
  

 

研究通信 No.10 

令和６年９月２４日（月） 

文責：平松 

2学期スタートしました！ 
 ２学期スタートしました。運動会の練習も始まり、私自身初めての鼓笛隊・フラッグ指導という

ことで、バタバタした毎日を過ごしています。余裕がないなと感じることもありますが、子どもと

接する時には笑顔を忘れずに授業も頑張っていきたいと思います。 

 さて、今回は、園川先生の模擬授業に参加し、国語の授業の進め方、クラスの雰囲気作りについ

て大変勉強になりました。自分の授業でも取り入れたいことや研究会の中で話し合われたことをま

とめたいと思います。 

☆『めあて』 子どもの言葉からめあてを設定していく。 

☆単元の学習の足跡を生かした子どもの発言。 

☆安心して参加できる授業の雰囲気 

 どんな意見でも受け入れようとする教師の雰囲気 

 小さな声で発表する子どもに対して「僕には聞こえているよ」 

☆ネームプレートを使って、子どもの意見を分類化 

 

 

 

 

～研究会では～ 

○適度な「ゆさぶり」にする教師のコーディネートが必要ではないか。 

○国語の授業では、意見を出していく際に、教科書に立ち返る事が重要。 

○良い意見を持っている子どもたちもいるので、その子たちの意見をどう拾

いあげていくか考えていく必要がある。 
 


